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２ 養護者による虐待について 

（１） 相談・通報者 
・ 養護者による虐待５８９件を相談・通報者別に整理すると、うち、３３９人（５７．

６％）が介護支援専門員・介護保険事業者によるものです。 
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図２－１ 養護者による虐待の相談・通報者別内訳（重複回答） 

 
 
（２） 虐待の種別 

・ 養護者による虐待を受けた又は受けたと思われたと判断した事例３６９件のうち、も
っとも多いのが身体的虐待２１７件（５８．８％）です。 
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図２－２ 虐待の種類（重複回答） 
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（９）分離していない事例の対応内訳  

・ 養護者による虐待を受けた又は受けたと思われたと判断した事例で、平成２１年度中
に被虐待者の保護と虐待者からの分離していない事例は３５２件あります。 
但し、この件数の中には一部平成２０年度に虐待と認定し対応が平成２１年度となっ
た事例も一部含まれています。  

・ その内訳で最も多いのが「養護者に対する助言・指導」で１２１件（３４．４％）で
す。 
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図２－９ 分離していない事例の対応内訳（重複回答） 

（１０）権利擁護に関する対応 
・ 養護者による虐待を受けた又は受けたと思われたと判断した事例で、平成２１年度中

に権利擁護に関する対応を行った事例が２１件ありました。その内訳は次のとおりで
す。※日常生活自立支援事業は、以前の「地域福祉権利擁護事業」の事業名称が変更

したものです。 
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図２－１０ 権利擁護に関する対応内訳 
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３ 養介護施設従事者等による虐待について 

（１） 相談・通報者 
・ 養介護施設従事者等による虐待にかかる相談・通報があった１２件を相談・通報者別

に整理すると、次のような結果となります。 
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図３－１ 養介護施設従事者等による虐待の相談・通報者別内訳（重複回答） 
 
（２） 事実確認調査 

・ 養介護施設従事者等による虐待１２件のうち、事実確認を行った事例は１１件です。 
・ 事実確認調査の対象となった養介護施設・事業所の種別は「有料老人ホーム」1 件、

「特別養護老人ホーム」３件、「介護老人保健施設」３件、「認知症対応型共同生活介

護（グループホーム）」３件、「居宅介護支援事業所」１件という状況です。 
 

（３） 虐待の種別 
事実確認を行った事例１１件のうち、虐待を受けた又は受けたと思われたと判断した事

例は３件です。 

1

2

0 0

1

0

1

2

3

身
体

的
虐
待

心
理

的
虐
待

介
護

・
世
話

の
放
棄

・

放
任

経
済

的
虐
待

性
的

虐
待

人

虐待件数

 
図３－２ 虐待の種類（重複回答） 
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（４） 虐待を受けた又は受けたと判断した事例の公表 

・ 県に報告のあった３件の概要は次のとおりです。 
※ 本公表は、「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」第２

５条の規定に基づき公表しています。 
 
 平成21年度 平成20年度 

要介護施設における従事者等による高齢者虐待件数（件） ３ ３ 

男性 １ ０ 

女性 ２ ２ 性別 

不明 ０ １ 

80~84歳 ２ １ 

90~94歳 １ １ 年齢階級 

不明 ０ １ 

要介護１ １ ０ 

要介護２ １ ０ 

要介護３ ０ １ 

要介護４ １ ０ 

要介護５ ０ １ 

被虐待者の状況

(人) 

状態像 

不明 ０ １ 

身体的虐待 １ ３ 

介護等放棄 ０ ０ 

心理的虐待 ２ １ 

性的虐待 １ ０ 

高齢者虐待の状況 

高齢者虐待の類

型（重複あり）

（件） 

経済的虐待 ０ ０ 

施設等に対する指導 ２ ３ 

施設等からの改善計画の提出依頼 ２ ２ 

施設従事者等への注意・指導 ０ １ 

介護保険法に基づく勧告・命令・処分 １ ０ 

高齢者虐待に対して取った措置 

（重複あり）（件） 

その他 １ ０ 

特別養護老人ホーム １ ２ 

老人保健施設 ０ １ 
虐待があった施設等

の種別（件） 
認知症グループホーム ２ ０ 

介護職（介護福祉士） ０ ０ 

介護職（介護福祉士以外） ３ ０ 

介護職 ０ １ 

管理職 １ ０ 

その他 ０ １ 

その他の事項 
虐待を行った要介護

施設従事者等の職種

（人） 

不明 ０ １ 

 


